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ポリマーコンクリートの諸性質iζ関する実験的研究
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Sun:unary 
The compressive strength， the bending strength， the tensile strength， the permeabi1ity 
and durabi1ity in thc saturated su1phate solution of po1ymer-modified concrete were 
measured by using two kinds of watcr solub1e po1ymers and a po1ymer dispersion. These 
properties of po1ymerィnoclifieclconcretcs were comparecl with those of the Norma1 Port剛
land ccment concrcte and Po1'tlancl B1ast-furnace cement concretes. 
Thc air content had much cffects on the properties of the po1ymer-modificd conc1'etc， 
so that they wou1d bc 1'ema1'kalコlyimp1'ovcd by 1'cducing the air content. The p1'operties 
of the polym巴r・-modifiedconc1'ete varied with the po1ymer cement 1'atio， and the most 
adequate ratio for giving a good qua1ity was 0.5% for the water soluble po1ymers and 
15 <Yo [01' the polyme1' dispersion. 
1.まえがき
従米のセメントモノレタノレやコンクワートは引張り強度やIlむげ強度が小さく，酸やその他の薬:守I
l乙対して化学的低抗性が低いなどという欠点を有している.このような欠点を改良するための一
つの方法として，プラスチック材料を混入したり， (セメント+水)をプラスチック材料で霞換
したりする試みがなされている.これらを総称してプラスチックコンクリートといい， ζのうち，
ポリマーを混入したものをポワマーコンクリートという. ポリマーコンクリートは普通コンク
リートにくらべて， I日iげ強度， 51張強度，防水位，耐久性などにすぐれた性質を有するといわれ
ている1)しかし， これらの性質は，使用するポリマーの務類，ポリマーセメント比(ポリマー
(P)とセメント(c)の重量比 (P/C96))などにより異なる.現iE実用的IC用いられているポリ
マーは，水溶性ポザマーと水性ポザマーディスパージョンとの 2種類に大別される 2)筆者らは，
数穏のポリマーを使用して，ポリマーセメントの強度，透水f生，および耐久性などにつき比較試
験を行ない若子の知見を得たので報告する.
2. 実験方法
使用したセメントは普通ポノレトランドセメント，高炉B，C種セメントで，その物理的性質お
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ぐrable1 Physical properties of ccmcnt 
Classification 
ofcement 
Spccific 
gravJty 
??
? ?
2.99 
N: Normal portland cemcnt 
B: Portland blast-furnace cemcnt B 
C : Portland blastイIJrnacecement C 
? ?????》? ????
???????
?
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Tablc 2 Chemical components of cemcnt 
よび化学的性質は Table1， Table 2のよう
であった.また，骨材のフノレイ分析結果は
Fig.1 K示しである.
使用したポリマーは，水溶性ポリマーのう
ちポザピ、ニ Jレアノレコー ノレ系とセノレロー ズ誘導
体メチノレセノレローズ系のもの，および水性ポ
ザマーディスパージョンに属する格jJ旨ヱマノレ
ジョン系のものの3m!とした.それらの比重
は，それぞれ1.27~1.31 ， 1.26~1.13および
1.08で問形分は100形， 10096，および49.2俗
である.
ポワマーを浪人するとセメントの流動性はよくなるが，空気の巡行量が多くなる.したがって
消泡剤により含有~気f立を減ずる必要がある.本実験でも iì~泡剤(シリコーン，比重: 1.0)を
ポワマ一重量l乙対して0.596混入し，その効果を確かめた.
ポワマーコンクリートは ì~h滋ポノレトランドセメントを用い，水セメント比 (WjC) 60形，単
位セメント tu:290 kgj m3，納骨材ネ43;ぎとし， ポリマーセメント比を変化させ，さらに， i'J泡剤
を混入した場合と，しない場合とにつき配合した (Table3). I なね:供試休(~? 10 cm x 20 cm) お
よび角柱供試休 (10cmX 10 cmX 40 cm)を所定の本数作製し， ポリマーコンクリートは湿潤養
生したのち乾燥することにより最高強度が得られるので 3)バ) 1週間滋潤養生したのち， 空気乾
燥(混度 200C土30C，湿度 596) した.比絞のため，普通ボルトランドセメント，高炉 B，C滋
セメントによるコンクリートの供試体を標準養生により作製した Table3. これらの供試体lとっ
き 1カ月， 3カ月および6カ月後l乙圧縮試験，引張り試験および曲げ試験を行った.
N: Normal portland ccment 
B: Portland blast-furnace cement B 
C: Portland blasトfurnacecement C 
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Fig. 1. Sieve analysis curvc 01' aggregatc. 
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Table 3 Varicty of tcst piece 
Variety of polymer Air content Siliconc 
// 
0.50 0.7 14.7 // 
1.00 0.9 10.7 /1 
0.10 4.3 0.9 ノ
0.50 10.4 9.5 ノ
8.8 11.0 1/ 
4-.7 /1 
3.9 ノγ
1.00 5.9 /1 
0.10 2.9 H 
0.50 5.7 2.9 ノ
1.00 5.5 O H 
1.7 
10 15.8 0.6 /ノ
15 19.1 1.7 fノ
20 18.6 1.2 /ノ
25 13.4- 0.4 // 
10 19.0 2.9 λγ 
15 20.8 9.4 // 
20 20.0 9.4- λγ 
25 20.0 2.8 
3 . ) 4.8 
0.7 0.9 
cement C 
0.8 1.1 
''''ater-cement ratIo; 60% 
Weight of cement per unit volumc; 290 kgJm3 
Fine aggregate content; 4-3~ら
透水性の低いことがポリマーコンクワートの特徴の一つであることから，水溶性ポリマーでは
PjC=O.596，水位ポリマーディスパージョンでは PjC=1596のコンクリートについて，潜水試験
を行い，普通セメント， i匂炉 B，Ci後セメントによるコンタワートの結果と比1践した.
さらに耐久性については，耐硫駿塩性の促進試験を行った.供試体を暗記酸ナトリウム飽和l漆液
中に161時間浸jえし，その後 8I~目前夜中{[放設し，これを毎日繰り返した.所定の材令でJE総試験
を行ってその結糸を比較した.
3. 実験結果と考察
3-1 圧縮強度
Fig.2はポリピ、ニノレアルコーノレ系ポリマーを使用したポリマーコンクリートの材令1カ月， 3 
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カ月，および6カ月における圧縮強度を示している. (a) ，幻自泡剤を混入しない場合， (b)は混
入した場合の結来である.結果のばらつきはあるが 一般に次のような傾向がありそうである.
消泡却を入れない場合の圧縮強度は，材令3カ月以後はあまり地加せず 6カ月でも普通コンク
リートのそれより小さい (Fig.2 Ca)).それに対して， rl'Jf包剤を混入した場合 (Fig.2(b))の圧
縮強度は普通コンクザートのそれより大きく，材令6カ月以降も増加する傾向にある.すなわち，
消泡剤を入れない場合は圧縮強度は小さく，強度増加がすぐ終ってしまうのに対して，消泡剤を
混入することにより，強度そのものも大きく，強度増加が長時間継続するようになる.
PJCロ 0.5必で消泡剤を混入した場合，材令6カ月における圧縮強度は 0'.=234.3kgJcm2 
なった.
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Fig.3はメチノレセノレローズ系ポリマーを使用した場合の正縮強度の伎であるが，この場合は普
通セメントコンクリートのそれとあまり差がなく， il~j泡剤の効果もあまりなかった.
Fig.4は樹脂ヱマノレジョン系ポリマーを使刻した場合の結来である.持'J泡弗jを混入しない場合
の圧縮強度は普通セメントコンクリートのそれより小さい (Fig.4 (a))が，消泡剤浪人iとより
強度が増加し，PJC=15必で材令6カ月の場合 σc=224kgJcm2となった.
3-2 51張り強度， rtHげ強度
j潟泡剤を混入した場合，各ポリマーごとの引援り強度の測定はそれぞれ Fig.5-7 となった.
引張り強度は普通セメントコンクリートのそれに比較して大きい航となった.材令6カ月の引振
り強度を比較すると， ポワピニノレアルコール系 (PJC=0.5匁〉で σ，=25.9kgJcm2， メチノレセノレ
ロプズ系 (PJC=1.096)で 0'，=26.7kgJcm2，樹脂ヱマノレジョン系 (P/C=1596)でのご=24.4kg/ 
cm
2などとなり，普通セメントコンクザートでは σ，= 12.5 kgJ cm2となった.曲げ強度試験は材
令1カ月および3カ月についてしか行っていないので，明確ではないが，一般に普通セメントコ
ンクリートより大きい強度が得られた.
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3-3 透7.1<.係数
透水試験は内圧式透水試験機(内庄， 3 kg/m2) を用い，材令28日の供試体につき比較試験を
行なった (Table4).ポワマーコンクリートの透水係数は 10-6-10-7cm/sec程度で，普通ポノレ
Fig.4. 
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Fig. 5. Change of tensile strength of polymcl 
concrctc modified by polyvinyl alcohol. 
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Permcabilities of concretcs Tablc 4 
Polymcr司modificd
concrete 4.2 X 10-6 
1.2 X 10-7 
2.3x 10→ 
2.6 X 10-6 
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トランドセメント， r司会iB，C 種セメントコンクリート等と比較してIYJらかに小さい. このうち
樹脂エマノレジョン系のものが最も小さい(1.2X 10-7 cm/sec) が， これはポリマー混入率が最も
多いことによるであろう.
3-4 耐硫酸塩性
コンクリートのm耐久性のーっとして耐硫般若l{倣があるが，ポリマーコンクリートについて耐硫
酸坂性促進試験を行った.供試体は，ポリピニノレアノレコール系 (P/Cロ 0.596)およびメチノレセノレ
ローズ系 (P/C=O.596)ポリマーによるポリマーコンクリート， Ir~1j'lfi B， C務:セメントおよび普
通ポノレトランドセメントによるコンクリートの 5Tilにつき作製した.作製2[1後lζj民*""し，一;遊
間湿ill~益生した後，硫殻ナトザウム飽和溶液 (240C ごと 30 C) 中fC 16時間浸泣し，その後取出して
空中 (200C-300C)に81寺開放践し，これをtfi:臼繰り返した.材令1，3， 6カ月で庄縮試験を行
いその給J裂を比較した (Fig.8).メチノレセノレローズ系のポリマーコンタワートはあまり強度はあ
がらないが，ポリピニノレアノレコーノレ系のものの圧縮強度は材令とともに直線的に増加し， I駁l流駿
壌性l乙優れていることを示しているようである.高炉 B 穏セメントコンクリートは特に耐硫酸
堀性が優れているといわれている 5)が，それと悶じような傾向を示した.設i滋ポノレトランドセメ
ントコンクリートでは逆に材令1カ月以降では材令とともに強度が低下した.
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Fig.8. Change of compre剖iveslrcnglh of concrcte soakcd in sodium sulphate solution. 
4. あ と カt き
ポリマーコンクリートの諸性質を，従来のセメントコンクリートの性質と対比して実験的に研
究し以下の結論を得た.
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1) ポリマーコンクリートの諸佐賀は空気量により影響.され，消泡剤を滋人することによりい
ちちるしく改務される. 2) 最も適当なポリマーセメント比はポリピ、ニノレアルコール系およびメ
チルセ Jレローズ系ポザマー (水溶性ポリマー)では0.596，樹脂エマノレジョン系ポワマー(水溶
性ポワマーディスパージョン)では1596であった.3)圧縮強度，透水'1>1，献硫酸塩性などで特
lと俊れていたのは，ポリピニノレアノレコーノレ系のポザマーコンクリートであった.
摘 要
ポリマーコンクリートの諸性質を災験的l乙研究し 普通ポノレトランドセメントコンクリートお
よび高炉セメントコンクリートのそれらと比較した. 2穏類の水溶性ポリマーと 1種類の水性ポ
ワマーディスパージョンを使用し，ポリマーコンクリートの庄続強度，曲げ強度，引張り強度，
透水性および飽和硫酸ナトリウム溶液中でのl耐久性などを測定した.
ポリマーコンクリートの混入空気量はその性質に大きな影響をJ与える.したがって，空気量を
減ずる ζ とにより，その性質を著しく改脅することができる.ポリマーコンクリートの性質は，
ポリマーセメント比により変化し，最適なポリマーセメント比は，水溶性ポリマーでは0.596，
7l<tJ:ポリマーディスパージョンでは15タ6となった.
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